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 デンマーク王立芸術アカデミー建築学部（本
学協定校）と本学建築学科が、2010年11月8

日～11月13日の一週間、本学で合同ワーク
ショップを実施した。参加学生は本学48名、
デンマーク王立芸術アカデミー18名の計66名。
デンマーク王立芸術アカデミー美術学部建築学
科のマリア・ゴメス・キラモン講師、マーティ
ン・コック講師、本学建築学科の高橋晶子教授、
林英理子非常勤講師が教鞭をとった。
　このワークショップは、『「すき間」から考え
る新しい住まい方』という課題のもと、谷中の
フィールドワークをはじめ、東京とコペンハー
ゲンというまったく異なる文脈をもった都市の
メカニズム分析しつつ、学生独自の視点で居住
形態を探り、都市のあたらしい “すき間” の
かたちをデザインするというものである。本
来 “すき間” とは物と物との間に生じてしまっ
た結果物なのであるが、この課題の特徴として、
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タでしかできないような仕事をしようとする
流れである。
　建築を思考する過程において、いよいよコ
ンピュータが本来の力を発揮し始めようとし
ている。このような潮流の中、我々は新しい
テクノロジーの可能性を最大限に引き出し、
従来の手の仕事では難しかった新しい思考の
プロセスを模索している。
　最初に紹介する 2つのプロジェクトは、日
建設計の山梨知彦氏と彼が率いる設計チーム
との共同プロジェクトである。

＜ソニーの森プロジェクト＞
　ソニーの森プロジェクトは、大崎駅西口に
建設されるオフィスビル計画の外構プロジェ
クトである。ここで試みたのは「いかにして
都市に自然を感じられる森をつくるか」とい
うことだった。都市からの視点、自然からの
視点、そしてそれらに介在する人間からの視
点、これら 3つの視点を満たした豊かな森の
デザインを模索した。
　これまでにも「自然風な」ランドスケープ
デザインは存在していた。それらの多くが、

◎Vol.11は３月の発行となりました。今号よ
り編集部に尾内志帆 (39回生 )が加わりました。
1999年の創刊から11年経ちましたが、次号は
全面リニューアルを目標にしています。（KS）
◎今号から編集部に参加し、立花直美先生への
インタビューに同席しました。在学中には知り
得なかった、立花先生の環境と建築に対する深
い考えに触れることができ、大変勉強になりま
した。次号以降もよい情報提供をしていきたい
と思います。（SO）

まず先に “すき間” をデザインし、その結果と
して物を生じさせるといった、時間軸を逆にし
た手法を試みた。
　学生はデンマーク・日本の混合チームを編成
し、意見交換を重ね、最終的に「すき間」の模
型をつくり、プレゼンテーションを行った。実
際の作業期間は２,３日しか与えられなかった
にもかかわらず、デンマーク人学生の” すき間”
の捉え方も交ざり、予想外の展開に学生・講師
も非常に満足のいく内容で課題作成、課題発表
を終えることができた。
　また、課題とは別に都内へのエクスカーショ
ン（見学、観光）も行った。初日は、デンマー
クの学生に東京の街を俯瞰的に捉えてもらえる
よう、六本木の森タワー展望台へ上り、東京の
街を360度の視界で眺めた。２日目は小平の江
戸東京たてもの園にて日本の伝統的な建物を見
物し、歴史的あるいは工法的側面から日本の建
築物を見学した。最終日は都市住宅建築の名作、
「塔の家」へ。欧米とはまったく違う文脈でつ
くられる、密都市東京における狭小住宅の実例
はデンマークの学生には強いインパクトだった
ようで、熱心に住宅内を見学していた。もちろ
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プロセスにおいて注意深く観察・検証され、
再びコード化されて組み込まれる。これを繰
り返すことにより、プロセスが繊細に書き換
えられ、更新され、独自の思考の流れを生み
出してゆく。この行為こそが想像力と創造手
法の理想的な関係性の構築であり、デザイン
という行為そのものだと言えるだろう。
　この手法を用いて、今回は積層するルール
を定義し形態を生成した。具体的には、立方
体から楕円球を抜き取り生成された構造物を
積層し、この単純な行為によって現れる一見
複雑な形状を特徴とした。これを構造最適化
プログラムおよび強度試験データと連動させ、
木の密度を変化させることで形態と構造強度
の最適化を行う。本開発のプロトタイプは、
今年 3月に開催される ALGODE TOKYO 2011
にて展示予定である。

　我々にとってコンピュータは、単なる自動
化のツールではない。コンピュータはまさに
思考の道具である。人間の脳のように複雑に
絡み合う思考の関係性をカタチにすることが
できる。
　人間のイマジネーションが、かつて存在し
ていなかった新しいテクノロジーの力と出会
うことによって刺激され、増幅され豊かさを
帯びてゆく。こうしたコンピューテーション
がもたらす新しい創造の始まりに、我々はワ
クワク感を覚えずにはいられないのである。

自然を直接模倣する手法をとっている。つま
りデザイナーが感じた「自然」を意図的に描
くという手法である。しかし実際の自然の森
には、人間の意図など存在していない。存在
しているのは、森を形成している樹木や草花
が持つアルゴリズムの群である。各々のアル
ゴリズムが、刻一刻と変化する周囲環境に呼
応することで、豊かな森が生まれるのである。
　我々は森が育つルールを観察し、「種まきプ
ログラム」の開発に取り掛かった。ここで提
案したのは「自然の森が育つプロセス」を「デ
ザインのプロセス」に置き換えるという手法
である。具体的には、光・日照・風の流れ・
地形などの自然環境情報、人の流れや交通量・
建物の寸法体系などの都市環境情報、各樹木
が好む環境・成長スピード・開花時期といっ
た生物学的な情報をデータ化し、森が育つプ
ロセスの過程でこれら全てを最適化してゆく。
種まき、種間距離の分析、自然淘汰、群生の
生成、道の発生、植栽の配置といった一連の
プロセスの中に時間軸を取り込み、これを幾
度も繰り返してゆく仕組みだ。
　現在竣工中のソニーの森プロジェクトは、

然物の構造を記述したアルゴリズム）により
繊細にコントロールされている。900枚以上に
及ぶパネルのデジタルデータは韓国のファブ
リケーション工場に送られ、現在生産過程に
ある。
　周囲の環境変化や人間の行動に対して、あ
まりにも受動的だった従来の建築が、ささや
かな主体性とこれに反応する繊細さを持つこ
とにより、周囲環境に呼応する軽やかな建築
像へと進化を遂げようとしているのである。

＜木製建築モジュール　Neuro fabrics＞
　コンピューテーションが建築分野にもたら
したもうひとつの大きな可能性がデジタル
ファブリケーションである。これにより、デ
ザインから生産工程までのシームレスなプロ
セスを構築することが可能となる。これは大
量生産を基盤とした従来の建築生産システム
から、固有の環境条件に適応した新しい生産
システムへの移行を予期している。
　このデジタルファブリケーションの可能
性を探求した木製建築モジュール「Neuro 
fabrics」の開発プロジェクトを紹介しよう。従
来の経験的な手の仕事と先進的なコンピュー
タ技術を融合し、「木」の可能性を最大限に引
き出す試みだ。
　このプロジェクトは、主に 3つの手法が連
動して成立している。動的な関係性による形
態生成の手法 、形態生成と連動する構造の最
適化、旋削加工技術のコード化である。動的
な関係性とは、非常に単純な「関係性のルー
ル群」からできている。これは、周りとの関
係性によって形が変わってゆく、パラメトリ
カルな形態生成の手法である。ルールを定め
ておくことによって、全体像はプロセスの過
程で次第に現れてくる仕組みだ。この形態生
成、構造最適化、生産技術の 3つの手法がデ
ザインのプロセスにおいて相互依存関係を構
築している。生成されるアウトプットは、各

んデンマーク人学生だけではなく、日本人学生
にとっても貴重なエスカーションとなった。
　もう一つの重要なプログラムであったのは、
デンマークの学生は東京滞在中、ホテルに宿泊
するのではなく、ムサビ生の住まいに１週間
ホームステイをしたことだ。宿泊費を抑えられ
るというメリットはもちろんあるが、デンマー
クの学生には日本の住まいのスケール感を直接
肌で感じとってもらえる機会となった。ホスト
役のムサビ生もこの機会に強制的に英会話に触
れ、国際交流ならではのコミュニケーションの
困難さを学んだことで、口々に英語修得の必要
性に気づけたことは学生たちにとって大きな収
穫だと言える。
　次回は 3月 21日～ 3月 27日の１週間、コ
ペンハーゲンでワークショップを開催予定。ム
サビからの参加は約 29名。異国の地で学ぶ貴
重な経験を通した学生の成長に期待したい。

　
　スケッチは、建築を思考する上で格好のも
のである。描かれた線の強さ、絶妙なカーブ
の度合い、幾重にも重なる線の動き、その全
てが思考のプロセスであり、湧き上がる自由
なイマジネーションである。ところが鉛筆を
コンピューターの作業に置き換えた途端、そ
の生き生きとした思考が失われてゆく。自由
さが失われ、もどかしさが強くなる。何故だ
ろうか。
　人間の創造性と道具の発達は、密接な関係
にある。宮大工が「削る」という行為だけで
50種類以上ものカンナを使い分けるように、
あるいはアーティストが描く手段をひたむき
に模索するように、出来上がるものへの想像
力とそれを可能にする創造手法へのこだわり
は、互いに複雑且つ繊細に絡み合っている。
創造手法が手の仕事であれ、コンピュータを
用いた仕事であれ、想像力と創造手法の密接
な関係性は、確固たるものとして存在してい
る必要がある。
　ここ数年の間でコンピュータによる電子化
が進み、手で行われてきた大半の仕事がコン
ピュータに取って代わった。今日、コンピュー
タはほとんど全ての分野において、なくては
ならない存在となった。この「コンピュータ
ライゼーション」の流れは、コンピュータと
いう共通のプラットフォームを築き上げ、異
なる分野間で、情報を相互に共有することが
可能となった。さらに近年、海外の建築界を
中心に「コンピューテーション」の流れが起
きている。「コンピュータライゼーション」が
手の仕事の置き換えだとすれば、「コンピュー
テーション」は、手の仕事を越えてコンピュー

今年の春に完成予定である。皆さんも是非敷
地に足を運び、乱雑でありながらも均整が取
れた自然のリズムを感じてほしい。

＜小学館 神保町 3-3プロジェクト＞
　神保町 3-3プロジェクトは、神保町に今年
春完成予定の小学館のオフィスビル計画であ
る。計画された建物は、既存の建物をひとつ
挟んでコの字型をしており、2面のファサード
が靖国通りに面している。
　このビルの特徴は、自然換気システムによ
り生成される「風」である。この穏やかな風
を利用して、風を感じるオフィス空間のデザ
インを思考した。雑多な都市の真ん中で、自
然の風に呼応してゆったりと揺らぐ木漏れ日
空間をイメージした。
　最終的に、建物自身が風を感じ取ることが
出来る軽やかな建築像が提案された。風との
インタラクションによって、建築自らが表情
を変えることが出来るのだ。この表情の変化
は柔らかな葉の動きに翻訳され、オフィス空
間に不均一で心地の良い木漏れ日空間を提供
する。ファサードを構成するアルミパネルは、
内と外のダブルレイヤーになっており、内側
のパネルは風によって揺らぐ機構を持ってい
る。柔らかな光を演出するのは、これらのパ
ネルに開けられた穴である。穴の総計は 20万
個に及び、それらの大きさの変化は 10段階に
割り当てられ環境解析データと L-system（自
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たが、現状を見ると、むしろ斜線制限で空
間をあけた形態規制の時代よりも街の空間
を狭めています。私が思う天空率の価値と
いうのは、空間を狭めないこと。だから、
デザインの問題は残るとしても形態規制の
方がまだよかったと思います。部分的には、
たとえば大手町や東京駅周辺などの一等地
といわれるところは良くなったと思います
が、ビル風の問題とか、未だに解決されて
いない問題はたくさんあります。
　目指す方向はこれしかなかったと思いつ
つやってきても、結果的に自分にできたこ
とは、目標の何%という感じです。人間
の欲を超える事はできない。どこまでも隙
間をぬってでも、人間は欲望を広げていく
のですね。
　12年の非常勤と２5年の専任でしたが、
終わりの３年は体調を崩して皆さんにご迷
惑をかけながら通っていました。身体を壊
し始めたのは 49歳。最初は専任になる 42

歳のときに長期入院して、病院から学校に
通いました。42歳くらいだとまだ持ちこ
たえられたから、7年ぐらいは頑張れた。
事務所もやりゼミも持ち、授業があるたび
に胃が痛くなる気分になったり・・（笑）、
慣れることはなかったから、講義は下手
だったと思います。教えたい気持ちが先に
立って、上手に伝えることができませんで
した。でも大学は面白かったから続けら
れました。もう一つ正直にいえば、毎月お
給料をいただくのは楽です。それは無視出
来ないことで、そのおかげでなんとか事務
所を経営していたのです。自分の仕事１本
で、食うや食わずの現実を抱えながら事務
所を維持して生活を送っている卒業生達に
は本当に頭が下がります。しかし建築家が
まとまってよりよい条件を要求していく専
門家集団ができているかといえば、それは

Forma Foro (以下 FF): 今日インタビュー
を快諾いただき、ありがとうございます。
まずは学校生活を振り返って、お話を聞
かせてください。
立花直美先生 (以下 NT): 私は 3０歳で大
学院を修了しました。その歳まで学生で
す。それまで設計は愚か建築の勉強はあ
まりやっていなくて、街を歩いて都市環
境の理解に努めるばかりでした。所属研
究室は武蔵美で言えば計画原論の分野、
環境工学で、光・音・熱・空気のうちの、
光が専門でした。博士論文の審査員のひ
とりに芦原先生がいらして、都市の視環
境評価に関する私の研究テーマに共感し
て「これは面白いね」と言って下さった
のです。そして、ちょうど武蔵美の計画
原論の先生が辞められる時期で、非常勤
講師として来ないかとお誘いいただきま
した。武蔵美に来てみたら、みんなすご
く明るく開放的で、いい雰囲気の学校で
した。私は、学部は東京理科大学で、キャ
ンパスもなくて技術的なことばかり教え

果たしてどうでしょうか。みんな一匹狼で
自分を磨き上げる事に一生懸命で、協力し
て社会の制度自体をなんとかしていこうと
いう方向には向かっていませんね。それか
ら、今まで建築雑誌がとりあげてきたこと
を今の時点できっちりと整理して、次の時
代へ向かわないといけないと思います。今
までの膨張する社会で建築が求められてい
た内容と、これからの縮小していく社会で
建築に求められていることは違う。今、建
築に何が求められているのか、真剣なディ
スカッションが聞こえて来ないとしたらそ
れは残念に思います。
　卒業生のみなさんに言いたい事は、スト
レスをためずに身体と相談しながら頑張っ
てほしいということです。この前、ラトゥー
レットの修道院に行きました。その旅に合
流したシンガポールからの留学生だった呉
永勤君が、丁度休みがとれるので日本に行
く代わりにパリに行くということで、急遽
一緒に行きました。彼はゼネコンで設計か
ら現場までやっていて、「ストレスを溜め
込んで、身体を壊さないようにね」と言っ
たら、「どんなに無理してでも休暇はとる。
こうやって時間をとってリフレッシュし
て、また帰ってがんばります」と言ってい
ました。これは大事なことです。
　これからの世の中をつくって行くのは若
い皆さんだから、私はしばらくゆっくりと
眺めることにします。本当に伝えたい、意
味のある事が見えてきたときに、次の私の
新しい仕事が始まると思っています。
　武蔵美も、これからの時代は大変だと思
いますが、とくに建築学科が世の中の波に
ぎゅーっと押しつぶされないように、私も
ムサビの一員としてエールをおくります。

　私の専門領域はランドスケープ・アーキ
テクチュアといいます。カタカナで長いの
が難点ですが、他に良い訳語も見あたらず
これを使っています。小さな庭園から大き
な都市・地域スケールまで様々なスケール
を行き来しますが、もとより対象となって
いる風景には敷地の境界なるものは存在せ
ず、対象となる敷地を見つつも、結局は世
界という全体像を相手にしているとも言え
ます。
　更に当然のことですが、世界は既に存在
しており、多くの数限りない事物から成り
立っています。ここにデザイナーとしてど
う関わるのか。私はどちらかというと、「造
り出す」というよりは「参加する」という
感覚の方が適切に感じることが多いようで
す。既にそこにある関係の編み目に新たに

原論は本当は面白い科目のはずなのに、勉
強が足りない私の講義自体はしどろもど
ろで、全然面白くなかった。（笑）ここ 15

年くらいのことですが、計画原論をバトン
タッチできるようになったときには、いち
早く他の先生（立花ゼミの卒業生の大西啓
之氏・大井早苗さん）に頼んで、ほっとし
ました。ムサビ勤務最初の 12年は非常勤
講師で、計画原論１科目と、２年目からは
設計計画で２年生の住宅を教えていまし
た。気候環境のデーターを作成させたり、
矩計の図面を要求したり、学生さんは嫌
だったかもね。設計事務所は目黒にありま
した。ちょうど独立したばかりの山田紘子
さん（伊東豊雄氏と同級生）の事務所に居
候のようなものですが、女性４人で「女性
を雇ってくれないなら、自分たちでやれば
いいんだ」と、事務所を立ち上げました。
組織に属さないと仕事ができないのではな
く、自分で力を蓄えていって、作品で勝負
することができるところが、建築の面白い
ところだと思います。私の場合は作品とい
うよりは、ものの考え方とそれの社会的な
意義、そしてその先の未来を見据えていく
ということでしたが。富田玲子さん（象設
計集団）の「起爆空間」という住宅を見せ
てもらった時のこと、彼女が、後輩である
山田さんに対して「今の世の中と環境・社
会をどういう風に捉えて、どんなものを
創っていきたいの ?」と聞きました。私に
問われたわけではなかったけれど、その
時「やっぱり私は街の建築を創りたいわけ
じゃないな」と自分を再確認した気がしま
す。その後、非常勤を始めて 12年たって
専任になりました。坂本先生も竹山先生も
保坂先生も、設計をやりながら大学も続け
ていらしたから、武蔵美だったら設計も続
けられるかなと思ったわけですが、甘い考

環境と建築を巡る道程： 
武蔵美での年月を振り返って
立花直美   TACHIBANA, Naomi
武蔵野美術大学名誉教授　工学博士

ランドスケープというフィールド

長谷川浩己　HASEGAWA, HIroki
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オンサイト計画設計事務所主宰
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丁寧な下山をするかです。
　自分にはいろいろな趣味があるけれど、今
は結構山歩きが好きで、岩肌がそのまま山に
露出している光景をみると、これこそ本物 !
と感じてしまいます。山を歩きだしたきっ
かけはもちろんスイスにいるときなのだけれ
ど、建築よりもたくさんの美しさを教えてく
れたし、自信を与えてくれました。何よりも
建築よりはるかに高い価値観から物事をみれ
ることがなにより楽しいし、心に余裕を与え
てくれました。物質的な感覚が芽生えたの
も、色が見えたのも、すべて山から。それま
でよく見えなかったものが急に見えた瞬間で
した。物事の大半は、学習によって学べるが、
このような感覚は、恐らく学習ではなく、人
間が本来もっている動物的な感覚を呼び起こ
す作業のように思います。時として学習とい
うものがこれらの感覚を呼び起こすための障
害になっていることもあるように感じられま
す。
　「学生と、何をしたいか？」答えは簡単。
つまらない建築から解き放ちみんなのもって
いるイケた感覚を呼び起こす。それに尽きる
と思います。

　今年で独立して 7年が経とうとしていま
す。それはまた、スイスから戻って同じだけ
の時間が経ったことを意味します。小学生の
頃から建築家ゴッコするほど建築が好きだっ
たので、放っておいても建築家にはなったか
と思いますが、実のところ独立した時の気持
ちは結構意外なことからでした。意気込んで
独立したわけではなく、独立する気がなく
なったから独立してみたというのが正直なと
ころ。なのでそれほどガツガツ建築に取り組
んできたわけでもありません。スイスにいた
時にかなりのんびりした生活に慣れてしまっ
たこともあり、精神的に追い込むような仕事
はできない人間になってしまったのかもしれ
ません。
　どちらかというときちんと休みを取り、遊
ぶ時間を大事にする生活。実際のところか
なり忙しく、週の中ごろに週末の予定を立て
て、週末遊んで、週明けに遊んできた写真な
どの整理に追われる。これを繰り返している
だけでもかなり忙しいです。建築の仕事が入
ると「えー」とどこか心の中で喜んでいるの
か嫌がっているのかよくわからない声が聞こ
えます。独立をして仕事をしているわけだか
ら、仕事が入ることはうれしいことなのだけ
れど。
　周りにはどんどん頑張らないとと言う人も
多いけれど、私にとって建築熱のマックスは、
小学四年生。どんなに頑張ってもその熱には
到底かないません。どのぐらい建築熱があっ
たかというと、ひたすら朝起きて寝るまで無
限に広がる間取りを描いていたり、もちろん
翌日その続きを描いたりしていました。(笑 )
　なので私の建築人生は、ずーっと下り勾配。
しかし、悪いとはちっとも思っていません。
大事なのは、どんな下り方をするか。いかに

日月会活動のご報告

更田邦彦　FUKEDA, Kunihiko
16回生　日月会会長　更田邦彦建築研究所

る学校の中で、ひととおりの建築の勉強を
やってきました。その後、大学院の７年間
は本郷のキャンパスです。武蔵美のように
若者が集う明るいキャンパスの雰囲気は体
験していなかったので、とても魅力的に映
りました。
　大学卒業時、1961年当時ですが、建築
界は女性の技術者を受け入れる土壌は無
く、まして社員として受け入れる体勢は皆
無で、たとえ準社員として入社してもそう
いう場所では何も身に付きそうにないし、
まだまだ自分の勉強も足りないと自覚して
もいましたし、もう少し勉強かな、と。そ
の頃は東京オリンピックも終わり、高度経
済成長政策のスタートラインにあった時
期、所得倍増めざして経済は一見好景気で
どんどん伸びる一方で、都市の公害問題が
量質ともに拡大した時期で、大気汚染、日
照、密集、さらには風害までも様々な問題
が起こっていました。これから建築を創っ
ていくとすれば自分は何をすればいいんだ
ろうと考え、また就職先もなくまだ勉強が
足りないと感じたので、大学院に進学しま
した。都市の諸問題が膨らんでいる時期で
したから、建築の外のことが気になり、建
築そのものや、まして室内のことなんて落
ち着いて研究できないという気持ちがあ
りました。研究室では先輩諸氏が室内の空
気環境、温熱環境を研究。いまのような上
質の室内空気環境は彼らの努力の成果だと
思っています。でも私は一年生の仲間と屋
外環境研究会をつくって街歩きを始めまし
た。さらに優れた先輩乾正雄氏、保坂先生
の同級生です）から、これからは人間の心
理テストも大事だと教わり、そういった研
究手法も学びました。
　そういう流れで学んできたので、週一度
の非常勤講師ですが、武蔵美に来て、計画

参加することによって、全く新しい関係が生
まれてくるかもしれない。そのことへの期待
が私がこの仕事をしているモティベーション
であろうし、実際そのことを考えることはと
ても楽しいことです。
　
こうやって書いていると一体何をやっている
のか分かりにくいかもしれませんが、公園で
あったり、リゾートであったり、集合住宅で
あったり、キャンパスであったり、またはそ
れらを含めたもう少し曖昧な領域であった
り、本当に様々です。
　建築家と一緒の仕事も多く、その縁もあっ
て今回本大学で教鞭を執る事にも繋がりまし
た。
　変な言い方になりますが、実に当たり前の
こととして建築は風景の大きな参加者であ
り、特に都市圏においては建築抜きの風景な
ど存在しようがありません。その意味におい
てランドスケープ・アーキテクチュアと建築
は不可分の関係にあり、都市、世界、風景と
しての建築の在り方については常に建築家と
の密な議論をし、最終的にそれぞれのプロ
ジェクトを通じて新しい関係の構築を目指
したいと思っています。これは STUDIO ON 
SITE と言う私たちの事務所の仕事にいえる
ことですが、この学校の学生達に伝えたいこ
との一つでもあります。
　ただ、先に述べたように世界そのものは実
に膨大な事物（あるいは意志を持った他者た
ち）からなります。雨、風、季節の巡り、植物、
誰かの意志の痕跡、人々の営み、地形に潜む
そこに働いた巨大な力、それらが響き合う動
的な状況、いろんなことがランドスケープと
いうフィールドの上で起きていることを先ず
自覚しなくてはならないと思っています。
　そこはある意味曖昧さが支配するフィール
ドでもあり、曖昧で、流動的で、多義的であ
るからこそ豊かな世界でもあります。その中
をデザイナーとして泳ぐ方法はどんなやり方
があるのか、どんなものの見方があるのか、
私もまだよく分かっていません。ゼミでは一
緒にそれらを探してみたいと思っています。

　会員の皆さまには、日頃から日月会へのご
支援を賜り、執行部一同 感謝しております。
お陰さまで、本年度の執行部の活動も一応の
成果をあげることができました。
　昨年９月には、日月会の活動基盤であるホー
ムページ（http:// www.nichigetsukai.com/）
をリニューアルして、ニュースや活動のコ
ンテンツを分かりやすく表示するとともに、
「フォルマ・フォロ・セミナー」の録画映像が
アップされるなど、内容も益々充実してきて
おります。会員の皆さまにはこの HPをご覧
いただく以上に、様々な情報をお寄せいただ
くなど、日常の情報交換の場として積極的に
ご利用・ご参加いただければ幸いです。
　また、幅広く会員の方々に参集いただく、
仮称「代表者のフォロ」 という意見交換の場
も定着してきました。先日その名称も「プレ・ 
フォロ」と正式に決まり、今後とも日月会の
方向性を話し合う貴重 な機会として、さらに
多くの方々の参加を募りつつ盛り上げていき
たいと考えています。
　昨年はこの「プレ・フォロ」のメンバーの
もと、各期の幹事さん含め多くの皆さんの協
力も得て、全会員を対象とした新たな連絡網
作りにも着手しました。お陰で新たに 600名
近いメールマガジン登録者を得ることができ、
日月会からの情報がより多くの会員に届けら
れる体制も徐々に整いつつあります。
　来年度は、会員同士の交流の場となる新た
な＜フォロ＞の発足を支援するなど、これま
での基盤整備のもと、日月会の次なる展開の
キッカケ作りなども進めていく所存です。
　３月末には、総会も開かれます。（別紙のご
案内を参照ください）
　会員の皆さまには、益々のご協力・ご支援
を賜りますよう、宜しく お願い申し上げます。

　日月会主催の公開講座「フォルマ・フォロ・
セミナー」の第２回（2010.4.24）では本学科
名誉教授の竹山実氏を講師に招いた。「もう一
つのクロノロジー；コンペとプロポーザルを
振り返る」という題目のもとに、実現しなかっ
た多くのプロジェクト作品の変遷を紹介され
た。アンビルドゆえに建築家としてのピュア
な思考がそこに現れ、更に鄭秀和氏（25期生）
との対談では、最近の建築家の縮み思考の傾
向に対して、広い視野で上を向いて世界と向
き合うことの重要性を説いた。
　セミナー第３回（9.4）では本学名誉教授の
長谷川堯氏を講師に招いた。「私の＜モダニズ
ム＞批評、その後」と題された講演では、「神
殿か獄舎か」以降、一貫して建築のモダニズ
ム的思想を批評し続ける理由を、キュビズム
対チュビズム、そしてナーヴィズムといった
概念を通して説かれた。対談者の大嶋信道氏
（17期生）は、建築への関心や眼差しが長谷
川氏の書物を通して広がったことを述べた。
　2010年度から新たに企画された「日月会シ
ンポジウム」は、多方面で活躍する日月会員
の方々に、武蔵美芸術祭のホームカミンデイ
に合わせて建築学科研究室にお集りいただき、
ミニレクチャーとシンポジウムをおこなうイ
ヴェントである。第１回（10.30）は、真壁智
治氏（2期生）、串山久美子氏（15期生）、笹
口数氏（20期生）、竹中司氏（28期生）によ
るプレゼンがあり、続いて小倉康正氏（18期）
の司会による今後の日月会の展望に関する座
談会があった。多様な情報が乱舞する現代に
おいて、真の情報クリエイター達による説得
力のあるレクチャーは、台風直撃の最中に参
集した聴衆の想像力を刺激し続けた。

えではありました。（笑）
　当時はカリキュラムについても、「美術
大学の建築学科はどうあるべきか」とか、
「設計計画で、他の学校にはない設計中心
の理論の教育がどこまでできるか」等たく
さんの議論を交わし、変更を重ねてきまし
た。ゼミも面白かったです。２人しかいな
い年もあったし、20人を超えた年もあり
ました。大変欲張りだと思いますが、教え
ながら、片手では研究も手放さずに雑文を
書きながらいろんなところにアピールし
て、一方では設計もずっと続けてきました。
でも結果的に見て、自分がどれだけやりた
いことを続けてきたかというと、その成
果については反省することのほうが 99％、
やれたことが 1%、甘く見て 5%かな・・。
FF: 5%ですか ?!

NT: 例えば、さっきあなたは私に対して、
「先生は世の中がそういうことに関心を向
けない時代に都市の中に緑が大事だと訴え
ていろんなことをやってきたのですね」と
話されていたけど、でも現在の世の中を考
えると、どうでしょうか。やはり現状がひ
どい状態になっていけば、だれもが気がつ
き、どこを直したらいいか、どうすればい
いかと考え始めるわけです。いまでは公開
緑地のために、地価が一坪何千万円すると
ころを一坪二坪使ったって、誰も文句を言
わない・・というと無理があり、実際に公
開空地を創る見返りとして容積率の緩和を
実行し、都市の過密化は圧倒的に進んでい
ます。こうした結果は私が大学院時代から
目指した方向ではないのです。たった一坪
の緑地をつくるために、容積率緩和で上に
上がっていけば、街の価値、日本の街を構
成する空間価値が本当に良くなっているの
かというと、私は YESとは言えないです。
それから、天空率。いまは法制化されまし
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